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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第１四半期
累計期間

第63期
第１四半期
累計期間

第62期

会計期間

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

自平成24年
12月１日
至平成25年
２月28日

自平成23年
12月１日
至平成24年
11月30日

売上高（千円） 914,071 838,1167,270,088

経常利益又は損失（△）（千円） △300,438△287,755 181,484

四半期（当期）純利益又は純損失

（△）（千円）
△195,018△189,975 36,507

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 819,965 819,965 819,965

発行済株式総数（株） 5,289,9005,289,9005,289,900

純資産額（千円） 2,484,7072,461,4752,664,330

総資産額（千円） 6,960,0297,231,0886,939,951

１株当たり四半期（当期）純利益

又は純損失金額（△）（円）
△44.62 △44.32 8.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 10

自己資本比率（％） 35.7 34.0 38.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、四半期財務諸表等規則第12条の規定により、関連会社の損益等に重要

性が乏しいため記載を省略しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。
　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
　
　

２【経営上の重要な契約等】
当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  
　
　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1) 経営成績の分析
①業績の概況
　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、第２次安倍政権の経済政策や金融政策への期待感から急激な円安
の進行、株価の上昇が見られたものの、長引く欧州の債務危機や、中国経済の減速の影響などにより先行きは依然と
して不透明な状況が続いています。
　建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましても、東日本大震災関連の復興業務のほか、国土防災・保全対
策関連業務の増加が期待され、民間設備投資は回復の兆しがあるものの、引き続き被災地以外の公共事業の縮減等
により、厳しい市場環境・受注環境となりました。
　こうした状況の中、当社といたしましては東日本大震災の復興関連業務、業務特定率向上に向けた対応強化を引き
続き行いましたが、緊急経済対策を盛り込んだ補正予算成立を睨んだ発注手控え等が影響し、当第１四半期累計期
間の経営成績は、受注高は12億34百万円（前年同四半期比30.8％減）、売上高は８億38百万円（前年同四半期比
8.3％減）、営業損失２億92百万円（前年同四半期は営業損失３億２百万円）、経常損失２億87百万円（前年同四半
期は経常損失３億円）、四半期純損失１億89百万円（前年同四半期は四半期純損失１億95百万円）となりました。
　
②売上高の季節的変動について　
当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上高・利
益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。この為、当第１四半期では売上高
収入に対し諸費用がバランスせず、利益面では一時的にマイナスとなりますが、年間計画には織り込み済みの進捗
状況です。

 
(2) 財政状態の分析
（資産）
資産合計は、前事業年度末に比べ２億91百万円増加し、72億31百万円となりました。その主な増減内訳は、完成調
査未収入金の減少４億79百万円、未成調査支出金の増加５億74百万円等であります。
（負債）
負債合計は、前事業年度末に比べ４億93百万円増加し、47億69百万円となりました。その主な増減内訳は、短期借
入金の増加９億円、調査未払金の減少２億５百万円等であります。
（純資産）
純資産合計は、前事業年度末に比べ２億２百万円減少し、24億61百万円となりました。その主な増減内訳は、利益
剰余金の減少２億11百万円等であります。

  
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じ
た課題はありません。

 
(4) 研究開発活動
　当社の調査コンサルタントとしての業務は、その全てが高度な技術力によって支えられており、その向上と新分
野、新技術の開発は不可欠なものであります。この為当社は、地盤に関連した広範囲な課題に対する最適なソリュー
ションを提供することを目的として、国、独立行政法人、大学等の研究機関ならびに民間の研究機関との連携による
共同研究開発を積極的に進めており、研究開発費の執行状況は2,147千円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,289,900 5,289,900

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数1,000株

計 5,289,900 5,289,900 － －　　　　　　　　　　　　　　

　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年12月１日～　

平成25年２月28日
－ 5,289,900 － 819,965 － 826,345

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができませんので、直前の基準日（平成24年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）（注） 普通株式    994,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,258,000 4,258 －

単元未満株式 普通株式     37,900 －
１単元(1,000株)未満

の株式

発行済株式総数 5,289,900 － －

総株主の議決権 － 4,258 －

　（注）「完全議決権株式（自己株式等）」欄の株式数は、全て当社所有の自己株式であります。

　

②【自己株式等】

 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

川崎地質株式会社
東京都港区三田二

丁目11番15号
994,000 － 994,000 18.80

計 － 994,000 － 994,000 18.80

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は1,009,643株、その発行済株式総数に対する割合は

19.09％であります。
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年12月１日から平成25年

２月28日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年12月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年11月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 229,484 301,226

受取手形 64,413 79,363

完成調査未収入金 2,510,548 2,031,217

未成調査支出金 796,796 1,371,389

材料貯蔵品 3,688 3,641

繰延税金資産 63,733 161,513

その他 54,462 75,282

貸倒引当金 △258 △213

流動資産合計 3,722,869 4,023,420

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 629,572 623,277

機械及び装置（純額） 58,648 53,419

土地 1,472,382 1,472,382

その他（純額） 122,285 117,848

有形固定資産合計 ※1
 2,282,888

※1
 2,266,927

無形固定資産 83,438 77,369

投資その他の資産

投資有価証券 362,431 386,767

繰延税金資産 154,905 146,851

その他 373,937 370,253

貸倒引当金 △40,520 △40,501

投資その他の資産合計 850,754 863,370

固定資産合計 3,217,082 3,207,667

資産合計 6,939,951 7,231,088

負債の部

流動負債

調査未払金 557,386 351,598

短期借入金 1,900,000 2,800,000

1年内返済予定の長期借入金 160,000 135,000

引当金 － 67,582

未成調査受入金 279,811 358,641

その他 477,488 196,881

流動負債合計 3,374,686 3,909,702

固定負債

長期借入金 225,000 210,000

退職給付引当金 484,458 478,390

その他 191,476 171,519

固定負債合計 900,934 859,909

負債合計 4,275,620 4,769,612
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年11月30日)

当第１四半期会計期間
(平成25年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 1,583,039 1,371,587

自己株式 △572,337 △580,021

株主資本合計 2,657,012 2,437,876

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,318 23,599

評価・換算差額等合計 7,318 23,599

純資産合計 2,664,330 2,461,475

負債純資産合計 6,939,951 7,231,088
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 914,071 838,116

売上原価 745,613 673,098

売上総利益 168,458 165,017

販売費及び一般管理費 ※1
 470,749

※1
 457,235

営業損失（△） △302,291 △292,218

営業外収益

受取利息 162 168

受取配当金 3,452 3,390

受取手数料 4,002 5,247

固定資産賃貸料 10,755 12,909

その他 151 490

営業外収益合計 18,524 22,207

営業外費用

支払利息 7,758 7,991

退職給付費用 7,397 7,397

その他 1,515 2,355

営業外費用合計 16,671 17,744

経常損失（△） △300,438 △287,755

税引前四半期純損失（△） △300,438 △287,755

法人税等 △105,420 △97,780

四半期純損失（△） △195,018 △189,975
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年12月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

　　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成24年11月30日）

当第１四半期会計期間
（平成25年２月28日）

1,593,504千円 1,616,337千円

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 
前第１四半期累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年２月28日）

給料手当 193,238千円 199,200千円

法定福利費 35,491 41,589

旅費交通費 33,265 31,264

賞与引当金繰入額 32,595 31,809

退職給付費用 7,981 7,816

 

　２

前第１四半期累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

　当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売

上高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

　

当第１四半期累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年２月28日）

　当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売

上高・利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 　

 
前第１四半期累計期間
（自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日）

当第１四半期累計期間
（自  平成24年12月１日
至  平成25年２月28日）

減価償却費 35,767千円 31,140千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

１．配当に関する事項

(1) 配当支払金額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月28日

定時株主総会
普通株式 21,976 5 平成23年11月30日平成24年２月29日利益剰余金

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。

 　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年２月28日）

１．配当に関する事項

(1) 配当支払金額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月27日

定時株主総会
普通株式 21,476 5 平成24年11月30日平成25年２月28日利益剰余金

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。

 　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに関

連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略して

おります。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年２月28日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに関

連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略して

おります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年２月28日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △44円62銭 △44円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △195,018 △189,975

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △195,018 △189,975

普通株式の期中平均株式数（株） 4,370,352 4,286,257

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。 

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。   
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年４月11日

川崎地質株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 網本　重之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝山　喜久　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川崎地質株式会社

の平成24年12月１日から平成25年11月30日までの第63期事業年度の第１四半期会計期間（平成24年12月１日から平成25

年２月28日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年12月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、川崎地質株式会社の平成25年２月28日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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